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このたびは、ノレ r オニア製品をお買い上げいたださ、まことにありがとラございます。薛社で 
は、お買い上げいただいたお客衞こ r お客様登録」をお願いしています。上記アドレスからご 
登録いただくと、ご使用の製品についての重要なお知らせなどをお届けいたします。なお、 
上記アドレスは、困ったときのよくある質問や各種お問いをわせ先の案内、カタ□グや取扱 
説明書の閲覧など、お客様のお役に立てるサービスの提供を目的としたページです。 
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このたびは、パイオニア製品をお買い上げいたださまして、まことにありびとラございます。 

本機の機能を十分に発揮させて効果的にご利用いただくために、この取扱説明書をよくお読みになり、 
正しくお使いください。特に r 安全上のごミ主意」は必ずお読みください。 

なお、 r 取扱説明書」は、「保証書」、に相談窓□•修理窓口のご案刚と一緒に必ず保管してください。 


まを上のごを意 


• 安全にお使いいただくために、必ずお守りください。 

♦ご使用の前にこの r 安全上のご注意」をよくお読みのラえ、正しくお使いください。 


この取扱説明書および製品には、製品を安全に正しく 
お使いいただを、あなたや他のち々へのを害や財産へ 
の損害を未然に防止ずるために、いろいろな給表示を 
していまず。その表示と意味は次のよラになっていま 
す。 

内容をよく理解してか5本でをお読みください。 


A 警告 

この表示を無視して、誤った取り扱いをずると、人が 
死 t または重傷を負ラ可能性が想定される内容を示し 
ていまず。 


A を意 

この表示を無視して、誤った取り扱いをずると、人が 
損害を負ラ可能性が想定される内容および物的損害の 
みのを生び想定される内容を示していまず。 


絵表示の例 

A A 記号はを意（警告を含む）しなければ 
な6ない内容であることを示していまず。 
図の中に具体的な注意内容（左図の場合は 
感電注意）が描かれています。 

( S 記号は禁止（やってはいけないこと） 
を示していまず。 

図の中や近くに具体的な禁止巧容（左図の 
場合は分解禁止）が描かれていまず。 

• 記号は巧動を強制したり指示したりず 
る巧容をおしていまず。 

図の中に具体的な指示内容 （ を図の場合は 
電源プラグをコンセントか5巧け）が描か 
れています。 



A 警告 


異常時の処置 


• 万一煙び出ている、変なにおいや音びするなどの異 
常状態のまま使用すると火が-感電の原因とな D ま 
す。すぐに機器本体の電源スイッチを切0、必ず電 
源プラグをコンセントか6巧いてください。煙び出 
な<なるのを確認して販売店に修理をご依頼<ださ 
し、。お客様による修理は危検ですか6絶巧おやめく 
ださい。 

• 万一内部に水や異物等び入った攝合は、まず磯器本 
g^r 体の電源スイッチを切り、電源プラグをコンセント 
巧こ から巧いて販売店にご連絡ください。そのまま使用 

すると火が■感電の原因とな0ます。 

— • 万一本機を落としたり、カバーを破損した屬合は、 

機器本体の電源スイッチを切り、電源プラグをコン 
セントから巧いて販売店にご連絡ください。そのま 
ま使用すると火災-感電の原因とな0ます。 


設置 


• 電源プラグの刃および刃の付近にほこりや金属物び 
gSr 付着している場合は、電源プラグを抜いてから乾し、 

たなで取り除し、てください。そのまま使巧すると火 
災•感電の願となります。 


0 «電源コードの上に重いちのをのせたり、コードび本 
機の下敷きにならないよラにしてください。また、 
電源コードび引っ張られないようにしてください。 
コードび傷ついて、火が•感電の原因となります。コー 
ドの上を敷物などで覆うことにより、それに気付か 
ず、重い物をのせてしまラことびあります。 

0 «放熱をよくするため他の機器、壁等から間隔をとり、 
またラックに入れる時はすを間をあけて<ださい。 
また、次のよラな使い方で通風孔をふさびないでく 
ださい。内部に熱びこちり、火災の原因となること 
びあります。 

^あおむけや横倒し、逆さまにする。 

^押し乂れなど、風通しの悪い狭いところに押し込む。 
- じゅラたんやふとんの上に置<。 

- テープルク□スなどをかける。 

着脱式の電源コード（インレットタイプ）ぴ巧属し 
ている場合のご注意：付属の電源コードはこの機器 
のみで使用することを目的とした専用品です。他の 
電気製品ではご使用になれません。他の電気製品で 
使用した場合、発熱により火災•感電の原因となる 
ことびあります。 

また電源コードは本製品に付属のもの iU がは使用し 
ないで<ださい。他の電源コードを使用した場合、 
この機器の本来の性能び出ないことや、電流容量不 
足による発熱により火災-感電の原因となることび 
态〇ます。 


0 «本機の上に火びついたろラそくなどの裸火を置かな 
いでくださレ。火災の原因となります。 


を 
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• 本機の上になびん、植木鉢、コップ、化粧品、薬品 
や水などの入った容器またはルさな金属物を置かな 
いで<ださい。こぼれたり、中に入った場合、火災 • 
感電の原因とな D ます。 

• めれた手で（電源）プラグを抜さ差ししないでくだ 
さい。感電の原因となることがあ0ます。 

• 本磯の通風孔などから、内部に金属類や燃えやずし、 
ちのなどを差し込んだり、落とし込んだりしないで 
ください。火災•感電の原因となります。特におテ 
様のいるご家庭ではご注意<ださい。 

• 本機のカバーを外したり、玻造したりしなし、でくださし、。 
内部には電圧の高い部分びあり、火災•感電の原因と 
なります。内部の点検-整備-修巧は販売店にご依頼 
<ださし)。 

• 電源コードを傷つけたり、加工したり、無理に巧げ 
たり、ねじったり、引っ張ったり、加熱したりしな 
いでください。コードび破損して火災-感電の原因 
となります。コードび傷んだ6 (お線の震出、断線 
など)、販売店に交換をご巧頼ください。 

• 雷び鳴り出したらアンテナ撼や電源プラグには軸れ 
ないで<ださい。感電の原因とな0ます。 


• 電源を入れる前には音量を最小にしてください。突 
然大さな音び出て聴力障害などの原因となることび 
あります。 

• 音び歪んだ巧態で長時間使わないで<ださい。スピー 
カーび発熱し、火災の原因となることびあ0ます。 


• ヘッドホンをご使用になる時は、音量を上げすざな 
いよラにご注意<ださい。ちを刺激するよラな大さ 
な音量で長時間続けて聞<と、聴力に悪い影響を与 
无ることび志 D ます。 

• 本機に柔ったり、ぶら下びったりしないでくださし'1。 
特にお子様はごま意ください。倒れたり、壊れたり 
してけびの原因になることがあ0ます。 

• 旅行などで長期間ご使巧にならない時はま全のため 
必ず電源プラグをコンセントから巧いて<ださい。 


• 小さな部品はおモ様やか巧の手の届かない場所に保 
管してください。誤って飲み込んだ場合は、ただち 
に医師にご連絡ください。 


本機を調理台や加湿器のそばなど油煙、湿気あるい 
はほこりのをい場所に置かないでください。火災 • 
感電の原因となることがあ0ます。 

テレビ、オーディオ機器、スピーカー等に機器を接 
続する場合は、それぞれの機器の取扱説明書をよく 
読み、電源を切り、説明に従って接続してください。 
また、接続は指定のコードを使巧して<ださい。 

本機の上に重いちのやが枠からはみ出るよ5な大さ 
なちのを置かないでください。バランスびくずれて 
倒れたり、落下してけびの原因となることびありま 
す。 

本磯の上にテレビを置かないでください。放熱や通風 
び妨げられて、火災や故障の原因となることびありま 
す。（取扱説明書でテレビの設置を認めている機器は除 
さます。） 

電源プラグを抜<時は、電源コードを引っ張らない 
で<ださい。コードび傷つを乂災-感電の原因とな 
ることびあります。必ずプラグを持って巧いてくだ 
さい。 

電源コードを熱器具に近づけないでください。コー 
ドの被ふくび溶けて、火災•感電の原因となること 
びあ0ます。 

移勘させる場合は、電源スイッチを切り必ず電源プ 
ラグをコンセントか6抜き、外部の接続コードをが 
してか6行ってください。コードび傷つき火災•感 
電の原因となることびあ0ます。 

本撒の上にテレビやオーディオ機器をのせたまま移 
動しないでください。倒れたり、落下してけびの原 
因となることびあります。重い場合は、持ち運びは 
2人!;(上で巧ってください。 

窓を閉め切った自動車の中や直射日光び当たる場所 
など異常に温度び高くなる場所に放置しないでくだ 
さい。火災の原因となることびあ0ます。 


• 電源プラクはコンセントに根元まで確実に差し込ん 
でください。差し込みび不完全ですと発熱したり、 
ほこ0び付着して火災の原因となることびあります。 
また、電源プラグの刃に轴れると感電することびあ 
ります。 

• 電源プラグは、根元まで差し込んでもゆるみびある 
コンセントには接続しないでください。発熱して火 
災の原因となることびあります。販売店や電気工事 
店にコンセントの交換を巧頼して < ださい。 

• ぐらついた台の上や愼レたところなど不安定な場所 
に置かないで<ださい。落ちたり、倒れた0してけ 
びの原因となることびあ0ます。 


使用環境 


この機器に水び入ったり、めれたりしないよラにご 
注意<ださい。义災-感電の原因となります。雨天、 
降雪中、ミ毎岸、水辺での使用は特にごを意< ださい。 


(§) 

0 
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風呂場-シャワー室等では使用しないでください。 
火が-感電の原因となりまず。 

表おされた電源電圧（交流100ボルト已〇 Hz /60 
Hz ) しソ列•の電圧で使用しないでください。火が•感 
電の原因となります。 

この機器を使巧でさるのは日本国内のみです。船舶 
などの直流 （ DC ) 電源には接続しないで<ださい。 
乂がの原因とな D ます。 


使巧方を 


A 注意 
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電池 


• 指定！;(がの電池は使用しないでください。また、新 
しい電池と古い電池を混ぜて使巧しないでください。 
電池の破裂、液漏れによ0、火災•けびや周囲を'巧 
損する原因となることびあります。 

• 電池を磯器内に挿入する屬合、極性表示（プラス （+ ) 
マイナス（一）の向を）にを意し、表示どおりに入 
れてください。間違えると電池の破裂、液漏れにより、 
火災-けびや周囲を巧損する原因となることびあり 
ます。 

• 長時間使用しない時は、電池を取り出しておいてく 
ださい。電池から液び漏れて火災、けび、周囲を巧 
損する原因となることびあります。もし液び漏れた 
場合は、電池ケースについた液をよくなさ取ってか 
ら新しい電池を入れてください。また万一、漏れた 
液び身体についた時は、水でよ<巧い流して<ださ 
い。 

• 電池は加熱したり分解したり、火や水の中に入れな 
いでください。電池の破裂、液漏れにより、火災、 
けびの原因となることびあります。 


馬検 
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• 己年に一度くらいは內部の掃除を販売店などにごネ目 
談ください。内部にほこりびたまったまま、長い間 
掃除をしないと火災や故障の原因となることびあり 
ます。特に湿気の多くなる梅雨期の前に巧うとより 
効果的です。なお、掃除費巧については販売店など 
にご相談ください。 

• お手入れの際は安全のために電源プラグをコンセン 
卜か5巧いて行ってください。 


本機の使用環境について 

本機の使巧環境温度範囲は日む〜3日む、使巧環境湿度 
は8己％じ(下(通風孔び巧げられていないこと)です。 
風通しの悪い所や湿度び高すぎる場所、直射日光(または 
人工の強い光)の当たる場所に設置しないでください。 

D3-4-2-1-7 し A1_Ja 
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局/皿：£意 

轴れない 


( A -30 のみ） 

本機は連続動作していると、内部の放熱板を 
覆ラキャビネット天面び熱くなります。 


0 A 〇 2 
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I はじめに 


p 寸属品を確認する 

-1」モコン X 1 

•単4形乾電池 （ AAA / R 03) X 吕 
-電源コード （ A -3 日のみ） 

-保証書 

-取扱説明書（本書） 


因メモ 

-取扱説明書に掲載しているイラストは説明のため簡略化 
していますので、実際のをのとは多少異なることびあり 
ます。 

-本書ではまに A -3 日のイラストを使って説明しています。 


r リモコンを使5前に 


r 電池を交換するとをは 

電池は単4あ乾電池 ( AAA / R 03) を使巧します。 

1裏プタを開く 

A -30 A -10 



2 ケース巧に表記されている極性に合わせて乾 
電池を入れる 

A -30 A -10 





3裏プタを閱める 

A -30 A -10 




本機に付属の電池は動作確認用のため、短期間で寿命と 

なることびありまず。電池を交換すると去は、長期間使 

巧可能な市販のアルカリ電池をお勧めします。 

A 警告 

-電池を直射曰光の強いところや、炎天下の車内- 
ス I -ープの前などの高温の場所で使巧-放置しないで 
ください。電池の液漏れ、発熱、破裂、発火の原因に 
なりまず。また、電池の性能や寿命び低下することび 
ありまず。 

A 注意 

電池を誤って使用すると、液漏れしたり破裂したりする 

危険性びあります。1；!下の点について特にご注意くださ 

い。 

-電池でリモコンのマイナス端子を押し曲げないよラに 
してください。電池びショートする可酷 I 生びあります。 

-新しい乾電池と一度使巧した乾電池を混ぜて使用しな 
いで < ださい。 

-乾電池のプラス霞とマイナス©向をを電池ケースの表 
おどおりに正し < 入れて < ださい。 

-電池は加熱したり、分觸したり、火やかの中に入れな 
いで < ださい。 

-乾電池には同じお状でち電圧の異なるちのびありまず。 
種類の違ラ乾電池を混ぜて使用しないでください。 

-長い間 （1 か月切上）使用しないとをは、電池の液漏れ 
を防ぐために電油を取り出してください。わし、液漏 
れを起こしたとさは、ケース巧についた液をよ<拭を 
取ってから新しい電池を入れてください。 

-不要となった電池を廃棄する場合は、各地方自治体の 
指示（条例）に従ってください。 
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pJ モコンの操作轟囲 

本機をリモコンで操作ずるとさは、下記の範囲巧で U モ 

コンを前面のリモコン受光部に向けてください。 

- U モコン受光部との間に障害物びあったり、受光部との 
角度び悪いと U モコン操作びでさない場合びあります。 

• 直射日光や堂光なの強い光び U モコン受光部に直接当 
たると、リモコン操作でをないことびあります。その 
よラなとさは、設置場所を変えたり、堂光灯を離して 
<ださい。 

-ホが線を出す機器の近くで本機を使用したり、ホが線を 
利巧した他の U モコン装置を使用したりずると、誤動作 
ずることびあります。逆に赤が線によってコント□ール 
される他の機器を使用時にこの U モコンを操作すると、 
その機器を誤動作させることびあります。 

- U モコンの操作巧能範囲び極端に狭くなって去たら、 
電池を交換してください。 



「本機を設置する 

本機を設置するとをは、必ず平らで安定した面に設置し 
て < ださい。 

-次のよラな場所には本機を設置しないでください。 

-テレビの上（映儘び歪むことびあります） 

-カセットデッキまたは磁気を発する機器の近く（音 
声に悪影響を与えることびあります） 

-直接曰光のあたる場所 
-湿気のある場所 
-水びかかりやすい場所 
-高温または低温の場所 
-振動のある場所 
-ホコ U やタバコの煙のをい場所 
-台所など煙び出たり油を使巧する場所 
-ソファーなどの吸音性びある素材の上に本機を置くと、 
正しし信質び得られないことびあります。 


r 設置について 

A 注意 

• 放熱のため、本機の上に物を置いたり、巧やシー 
卜などを被せた状態でのご使巧は絶対におやめくださ 
し)。異常発熱により故障の原因となる場合びあります。 



本機を設置する場合には、壁から]0 cm 切上の間隔を 
おいてください。また、放熱をよくするために、他の機 
器との間はかし離して設置してください。ラックなどに 
入れるとさには、本機の天面から20 cml ； l 上、背面か 
610 cm 切上、側面から10 cm 切上のすをまをあけ 
て<ださい。内部に熱びこわり、火災の原因となること 
びありまず。 


20 cmlU 上離ず 


本機 


















I 接続する 


I 接続回 

/ j \ ま意 

-機器の接続を行ラ場合、あるいは変更を行ラ場合には、必ず電源スイッチを切り、電源コードをコンセントから 
抜いてください。 

-電源コードは、機器の接続びすべて終わってから接続してください。 


ん端モはアナ□グプレーヤーなどを接続した場合の雜音の低減を図るためのわのです。 



アース端子び付いてい 
る場合は、必ず 7)7 端子 
に接続してください。 


iPod は米国および他の国々で登録された Apple Inc . の商標です。 


A 注意 

• PHONO 端テにレコードプレーヤー政外の機器ま 
たはイコライザー内蔵レコードプレーヤーを接続しな 
いで<ださい。大音量を出力し、スピーカーなどを破 
損する恐れびあります。 

-本機の PHONO 端テは、 MM 型カート U ッジのレコー 
ドプレーヤーに対応しています。 MC 型カートリッジ 
のレコードプレーヤーは再生できません。 

-下図のぶラに、本機の上に接続コードを曲げて放置す 
ると、電源トランスからの臟巧の影響により、スピー 
カーか日八ムノイズび出る場をびあります。接続コー 
ドはこのよラな状態にしないでください。 



0 メモ 

-カセットデッキを設置する場所によっては、再生したと 
さに雑音などび発生する場合びあります。これはアンフ 
のトランスによる U - ケージフラックス（漏れ磁束）の 
影響によるちのです。このよラなときには、設置する攝 
所を変えるか、アンフから離して設置してください。 


r バイワイヤリング巧続について 

本機はノ くイワイヤ U ング対応スピーカーを接続でをます。 
高域と低域を合わせて正しく接続してください。 

-再生ずるときは 、 SPEAKERS A ボタンと SPEAKERS 
B ボタンをオンにしてください （7 ページ）。 


スピーカーシステム スピーカーシステム 



A 注意 

-スピーカーのバイワイヤリング接続をするとさは 
アンプへの悪影響を防ぐため、スピーカーに付属され 
ている HHGH と LOW のショートバーは必ずがしてく 
ださい。詳しくはスピーカーの取掘説日月書ちご覧くだ 
さい。 

-ネットワークび着脱でをるスピーカーの場合、ネット 
ワークびがれた状態では効果び得6れません。また、 
スピーカーを破壊してしまラ可能性をありまずのでご 
注意 < ださい。 

• SPEAKERS A 端デを H に H、SPEAKERS B 端子を 

LOW にしてち接続でをます。 
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接続する 


r スピーカーコードのつなをかた 

1線をねじる 

2 スピーカー端子を緩め、スピーカーコードを 
差し込む 

3 スピーカー端子を締め付ける 

1 2 3 



•バナナプラグも接続でさまず。詳しくはプラグの 
説明書をお読み < ださい。 


「他のパイオニア製品をつないで集 

I 中コントロールする ( A -30 のみ） 

コント□ール入力/出力端子の付いた複数のパイオニア 
機器を、本機の U モコン受光部を使って集中コント□一 
ルずることびでをまず。リモコン受光部を持たない機器 
や、受光部び信号を受けられないところに設置した機器 
も U モコン操作び巧能になります。 





勝 

^— CONTROL —/ 




コント□-ル入力端子付さの 
他のパイオニア製品の 
CONTROL IN 端子へ 


コント□—ル入力/出力端子 
付をの他のパイオニア製品 


ま意 

• SPEAKERS A 端子または SPEAKERS B 端子 
のいずれか片方のみを使用するとさ、またはバイワイ 
ヤリング接続するとをは、公称インピーダンスが4 0 
〜16 0のスピーカーをご使用<ださい。両方の端子 
を同時に接続するとさは、公称インピーダンスび8 0 
〜32 0のスピーカーをご使用ください。スピーカー 
の公称インピー ダンスの値については、 接続するスピー 
力一の取扱説明書を ご覧く ださい。 

-スピーカーと本機の+および一端子どラしを正しく接 
続してください。 

-端子からコードのな線びはみ出して、他のな線と触れ 
ないよラにしてください。な線どラしび触れていると、 
機器を故障させる恐れびあります。 

-スピーカー端子には非常に高い電圧び出力されます。 
感電の危険を避けるため、スピーカーを接続する前に 
必ず電源コードを抜いて<ださい。 


r オーディオコードのつなをかた 

白いプラグは L (左）端子、赤いプラグは R (ち）端モにつ 
なざます。 

必ず、奥まで差し込んでください。 



CONTROL 



凌)/. 


風旁) 


◎ T 田-田6 庐 


@ (5 i 

J ◎吉 


本機 



本機の IJ モコン受光部に向けて 
送信して < ださい。 


回メモ 

-接続には市販のモノラルミニプラグコード（抵抗なし） 
をお使いください。 

-コント□ール端子の接結をする場合は、必ず市販のオー 
デイオコード（アナ n グ接続）を接続してください。コ 
ント□ール端子の接続だけでは、システムコント□ール 
は正しく動作しません。 

-本機の CONTROL IN 端子にコント□ールコードを接 
続すると、 U モコンを本機に向けて直接操作すること 
はでさません （ 1」モコン信号受光部び機能しなくなりま 
す）。 
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r 電源コードのつなをかた 

ずべての接続び終了したら、電源コードを家庭巧電源コ 
ンセント ( AC 100 V )に接続します。 


A -30 背面部 



A 注意 

- A - 30の電源コードは着脱式になっていますび、 
付属しているコード（電流容量10 A 、 本磯側 2 P プ 
ラグインソケット方式）じ(がの電源コードはご使用に 
ならないで < ださい。 


0重 S 

-旅行などで長期間本機を使用しない場合は、必ず電源コ 
ンセントから電源コードを拖いておいてください。電源 
コンセントから電源コードを長時間抜いた状態にしてい 
てち、本機の各種設定は消去されません。 

-電源コードを抜<とさは必ず本体前面部の 
む/1 STANDBY / ON ボタンを巧して、 A -3 日は電源才 
フ、 A -10 はスタンバイ状態にしてからコードを振いて 
ください。 






















































I る部のなまえ 


r 本が前面部 



1 む/1 STANDBY/ON 

本機の電源をオン/オフにします。電源びオンのと 
さは、ボタン中央のパワーインジケーターび点'なし 
ます。 

• A -10 では、電源のオン/スタンバイ（待機状態） 
を切り換えます。 

2 STANDBY / APD インジケーター 

電源びスタンバイ状態のとをに赤色に点なします。 
オートパワーダウン機能びオンのとをは、緑色に点 
なします （1] ページ）。 

3 SPEAKERS A ボタン/インジケーター 
SPEAKERS A 端デに接続した スピーカーシステム 
のオン/オフを切り換えます。 

オン（インジケーター点灯）： 

スピーカーシステム A から音び出ます。（ヘッドホ 
ン端デからも音び出ます。） 

オフ（インジケーター消打）： 

スピーカーシステム A から音び出ません。ヘッドホ 
ンを使うときはこの設定にします。 

4 SPEAKERS B ボタン/インジケーター 
SPEAKERS B 端デに接続した スピーカーシステム 
のオン/オフを切り換えます。 

オン（インジケーター点灯）： 

スピーカーシステム B から音び出ます。（ヘッドホ 
ン端デか日も音び出ます。） 

オフ（インジケーター消打）： 

スピーカーシステム巨から音び出ません。ヘッドホ 
ンを使うときはこの設定にしまず。 


呂 LOUDNESS ボタン/インジケーター 

ルさな音量で聞くとさに使います。 

オン f イ^/ジ*^—夕一ち|打 ）： 

低音と高音を増強し、ルさな音量でち迫力のある再 
生音を聞 < ことびでをます。 

オフ（インジケーター消灯）： 

通常はこの設定で使います。 

• □旧 ECT ボタンびオンのと去は働をません。 

-音量を上げるとラウドネスの変化量はルさくなり 
ます。 

6 リモコン受光部 

4ページの「リモコンの操作範囲」をご覧ください。 

7 PHONES 端子 

ヘッドホンを使用するとをに、プラグを差し込みま 

す 。 POWER AMP D 旧 ECT ボタンびオンのとさは、 
音び出ません。 

8 DIRECT ボタン/インジケーター 
オン （インジケーター点:打）： 

各種調整回路 （ BASS 、 TREBLE 、 BALANCE 、 
LOUDNESS ) を通さずに音声信号をダイレクトに 
出力します。より原音に忠実に再生で去ますび、低 
高音調整、ラウドネスおよびバランスは無効になり 
ます。 

オフ（インジケーター消灯）： 

各種調整回路 （ BASS 、 TREBLE 、 BALANCE 、 
LOUDNESS ) を通した音声信号を再生します。低 
高音調整、ラウドネスおよびバランスの調整びでき 
ます。 
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ほ音調藝つまみ （ BASS ) 

低音部の音質を調整します。 

中央の位置び標準でち側に回すと低音び増加し、左 
側へ回すと減みします。 

• □旧 ECT ボタンびオンのとをは働をません。 

10 高音調整コまみ ( TREBLE ) 

高音部の音質を調整します。 

中央の位置び標準でち側に回すと高音び増加し、左 
側へ回すと減かします。 

• D 旧 ECT ボタンびオンのとさは働をません。 

11バランスつまみ （ BALANCE ) 

通常は中央の位置にしておをまず。片方のスピー 
カーからの音量び大さいと去に、バランスを調藝し 
ます。ち側び大きいときには L (左）側へ、左側び大 
去いときは R (ち）側へ回します。 

• □旧 ECT ボタンびオンのとをは働をません。 

12 ボリユームつまみ （ VOLUME ) 

音量を調整します。（ヘッドホンの音量ち調舊しま 
す。） 

13 入力切換つまみ （INPUT SELECTOR )/ イン 
ジケーター 

再生する機器を選びます。選んだ機器のインジケー 
ターび点灯します。 U モコンの MUTE ボタンを押 
して消音しているとをは、選んだ機器のインジケー 
ターび点滅します。 

14 POWER AMP D 旧 ECT ボタン/インジケー 
夕一 ( A -30 のみ） 

本機をパワーアンプとして使ラとさに押します （1 0 
ぺージ）。 


A 注意 

♦製品の仕様により、本体部や U モコン（付属 
の場合）のスイツチを操作することで表示部びすべ 
て消えた状態となり、電源プラグをコンセントから 
披いた状態と蜜わらなく見える場合がありますび、 
電源の供給は停止していません。製品を電源から完 
全に遮断するためには、電源プラグ（遮断装置）を 
コンセントから损く必要びあります。製品はコンセ 
ントの近くで、電源プラグ（遮断装置）に容易に手 
び届くように設置し、旅行などで長期間ご使用にな 
らないとさは電源プラグをコンセントから巧いてく 
ださい。火災の原因となることびあります。 



































さ部のなまえ 


r 本が背面部 


機器の接続については己〜日ページをご覧ください。 



PHONO 用 SIGNAL GND 端子 

レコードプレーヤーなどを接続した場合の雑音の低 
減をはかるためのちのです。安全アースではありま 
せん。 


7 PHONO ( MM ) 入力端子 

8 TUNER 入力端子 

9 SACD / CD 入力端子 


2 SPEAKERS A 端子 （ R (ち）チヤンネル） 1〇 AUX 入力端子 


3 SPEAKERS 6 5荒テ （ R (ち）チヤンネ J レ） 11 NETWORK 入力さ捕子 


4 SPEAKERS B 端子 （ L (左）チヤンネル） 

5 SPEAKERS A 端子 （ L (左）チヤンネル） 

6 AC IN 端子 （ A -30 のみ） 

電源コードを接続します。 


12 RECORDER 入力/出力端子 

13 POWER AMP DIRECT 端子 ( A -30 のみ） 

本機をパワーアンプとして使ラとをに、プリアンプ 
などを接続しまず （1 0ページ）。 

14 CONTROL 入力/出力端モ ( A -30 のみ） 
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る部のなまえ 


I リモコン 


A -30 



D 


Q 


B 




B 


D 


の 

巧 


B 

Q 


巧 


凸 


B 


m 


A -10 



1 (1) STANDBY/ON ボタン 

本機の電源をオン/スタンバイ（待機状態）にします。 

2入力切換ボタン 

本機の入力を切り換えます。 

•A-3 曰では、 OPTION ボタンは使用しません。 

3 SACD プレーヤー操作ボタン 

J てイオニア製 SACD/CD プレーヤーを操作でをます。 

4ネットワークオーディオプレーヤー操作ボタン 

パイオニア製ネットワークオーディオプレーヤーを 
操作でをます。 

5 LOUDNESS ボタン 

ラウドネスのオン/オフを切り換えます （7 ページ）。 

6 MUTE ボタン 

消音します。ちラー度巧すと辭除されまず。 

7 D 旧 ECT ボタン 

ダイレクトモードのオン/オフを切り換えまず （7 
ぺージ)。 

8 DIMMER ボタン 

本体前面部のインジケーターの明るさを3段階で切 
り換えます （ STANDBY インジケーターを除く）。 

9 INPUT +/- ボタン 

本機の入力を下記の順に切り換えます。 

S 冉 CD/CD 一 NETWORK 一 PHONO 一 
TUNER 一 AUX 一 REC 曰 RDER 一 （最初に戻る） 

10 SPEAKERS A ボタン 

SPEAKERS A 端デに接続した スピーカーシステム 
のオン/オフを切り換えます。 


n SPEAKERS B ボタン 

SPEAKERS B 端デに接続した スピーカーシステム 
のオン/オフを切り換えます。 


12 VOLUME +/ -ボタン 

本機の音量を調整しまず。 

13 APD ボタン 

オートパワーダウン機能のオン/オフを切り換えま 
す （1 1ページ）。 
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I 操作のしかた 


I 再生手順 



1再生ずる機器の電源をオンにずる 

2本機の電源をオンにずる 

ボタン中央のパワーインジケーターび点灯しまず。 

-スタンパイ状態のとをは、1」モコンの6 STANDBY / 
ON ボタンを押します。 


⑩ 

3 再生ずる機器に合わせて、入力を切り換える 


SACD/CD 

〇 

NETWORK 

〇 

PHONO 

〇 

TUNER 

AUX 

RECORDER 

〇 

〇 

〇 

再生する機器を選びます。 



- A -30 では、リモコンの INPUT +/ -ボタンを押し 
てち選べます。 

.本体前面部で操作するとをは、入力切換つまみ 

(INPUT SELECTOR ) を回します。 


4 再生ずる機器を操作して、再生を始める 
5 音量を調碧ずる 



6 高音、ほ音調碧つまみ、 LOUDNESS ボタン 
で好みの音質に調整ずる。 

D 旧 ECT ボタンびオンのとをは、これらの調整はで 
さません。 
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r 電源をスタンバイ巧態にずる 

1 リモコンのむ STANDBY / ON ボタンを押ず 


⑩ 

次回霞原をオンにするとをは、リモコンの6 STANDBY / 
ON ボタンを}巧します。 

- A -30 では、本体前面部のむ/1 STANDBY / ON ボタ 
ンを巧すと、電源びオフになります。電源びオフのと 
きに U モコンのむ STANDBY / ON ボタンを押しても、 
電源はオンになりません。 


因メモ 

. 本機びスタンバイ状態のとさに電源コードを扳いて電源 
をオフにした場合、再び電源コードを差してち電源は才 
ンにな0ません。電源コードを差したあと、リモコンの 
り STANDBY / ON ボタンを巧して、電源をオンにし 
て < ださい。 


本機をパワーアンプとして使う 
J ( A -30 のみ） 

本機の POWER AMP D 旧 ECT 端子にプリアンプなどを 
接続して、本機をパワーアンプとして使えます。 

1本体前面部の POWER AMP DIRECT ボタ 
ンを f 甲ず 

POWER AMP D 旧 ECT インジケーターび点なします。 



ミち意 

• POWERAMP D 旧 ECT インジケーターび点灯して 
いるとをは、下記の動作になります。 

-本機で音量、お音、高音、バランスの調整はできません。 
本機の POWER AMP D 旧 ECT 端テに接続した機器で 
調整してください。 

一 PHONES 端子、 RECORDER 出力端子から音声は出力 
されません。 

-本機の PO 邮 ER AMP D 旧 ECT 端子に接続した機器 
の取扱説明書をあわせてご覧ください。 











































































操作のしかた 


I 録音する 

接続した機器を RECORDER 出力端子に接続した CD レコーダー、テープデッキなどで録音でをます。 



SACD/CD フレーヤー ネットワークオーデイオ レコードフレーヤー チューナー iPod 用 

フ レーヤー コント□—ルドックなど 





1 

1 

再生 

f 



CD レコーダーやテープデッキなどの録音機お 


再生する機器を選ぶ 


SACD/CD NETWORI 

〇 〇 


〇 


〇 〇 


2再生機器と CD レコーダー、テープデッキな 
どを操作して録音を始める 


r 自動で電源をスタンバイが態にする （ オートパワーダウン） 

無信号、無操作で30分何ち操作しないときに、本機を自動でスタンバイ状態にで定まず。 

1電源がオンのときに、本体前面部の DIRECT ボタンと LOUDNESS ボタンを同時に3秒間押ず 


( -\ 



f \ 

DIRECT 



LOUDNESS 





© 


◎ ◎ 

© 

V_ ✓ 


1-1 

^_ ) 


オンに設定すると本体前面部の STANDBY / APD インジケーターび緑色に点なします。再度押すとオフに設定さ 
れます。 

- A -3 日では、 U モコンの APD ボタンでも設定できます。 

-お買い上げ時の設定はオフです。 

•低音、高音調整つまみ、バランスつまみ、およびボ U ュームつまみを回してを、操作したことにはなりません。 


0 メモ 

-接続された機器によってはノイズび大きいなどの理由により、オートバワーダウン機能び動作しないことびあります。 


r すべての設定をお買い上げ時のが態に房す 

1 電源がスタンバイ状態のときに、本体前面部の DIRECT ボタンと SPEAKERS A ボタンを同時に 
己秒間押ず 



2 電源をオンにずる 
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I その他 


r 巧障かな？とおった s 

故障かな？と思ったらチてックしてみてください。ちょっとした操作ミスび故障と思われびちです。また、本機政がの原 
因を考えられます。ご使巧の他の機器および同時に使用している電気機器ちあわせてお調べください。下の項目に従っ 
て再度点検されてを直らないとさは、お買いホめの販売店またはお近くのサービスステーションにお問い合わせください。 
-静電気など、外部からの影響により本機び正常に動作しないことびあります。このよラなとさは、電源コードを一度 
掠いて再び差し込むことで正南動作になる場合びあります。これで解決しないとさは、お買い求めの販売店または最 
寄りのサービスステーションにご相談ください。 


I 症状 

原因/巧策 

参照ページ1 

電源び入らない。 

-電源プラグびコンセントから抜けていませんか？電源プラグを正しく差 
しぶんでください。 

白 


-電源コードび、 AC IN 端子から抜けていませんか？電源コードを正し 
く差し込んでください。 

巳 

電源が切れる。 

-オートバワーダウン機能びオンになっていませんか？自動で電源をオフ 
にしたくないとさは、オートバワーダウン機能をオフにしてください。 

11 

使用中に音声び出な < なり、 

-本機内部の温度び上昇しているため、な護回路が働いています。 


STANDBY/APD インジケー 

-電源をオフにして、本機の温度び下びってから電源をオンにしてくだ 


ターび約 1 秒間隔で赤色に点滅 

さし、 


してし''る。 

-本機を風通しのよい場所に設置してください。 



-正しく設置されているか確認してください。温度び下びらない状態で 
再び電源をオンにすると、同じ症状になることびあ0ます。 

4 

使用中に音声び出な < な0、 

-本機び対応していないインピーダンスのスピーカーを使用していません 

6 

STANDBY/APD インジケー 

か？スピーカーの公称インピーダンスを確認してください。 


ターび約2秒間隔で赤色に点滅 

-スピーカー端子からコードのを線びはみ出して、他のあ線や本機背面部 

6 

してし)る。 

のパネルに接触していませんか？電源コードを抜いてか5、スピーカー 
コードを接続し直してください。 


電源を入れてち、 STANDBY / 

-本機の回路び故障しています。電源コードを抜いて、お買いまめの販売 

14 

APD インジケーターび不規則 
に赤色で点滅している。 

店または最寄りのサービスステーションにご相談ください。 


音び出ない。 

-接続コードび端子か5がれている、または間違えて接続されていません 
か？確実に接続してくださし、。 

-端モや接続コードのピンプラグが巧れていませんか？端子やプラグの巧 
れをなき取ってくださし、。 

己 


-本機の入力切換は再生している機器と合っていますか？正しく切り換え 
て < ださし、。 

10 


• MUTE ボタンびオンになっていませんか？オフにしてください。 

9 

片方のスピーカーから音び出な 

-接続コードやスピーカーコードの片方び外れていませんか？確実に接続 

6 

い。 

して < ださし、。 


1」モコン操作びできない。（他 

. U モコンに電池は入っていまずか？または電地び消耗していませんか？ 

4 

機器を U モコンで操作でさな 

電池の入れちを間違えていませんか？電池を正しく入れて<ださい。ま 


い。） 

たは新しい電池に交換してください。 



-本機と距離び離れすぎていませんか？またはち度び悪くありませんか？ 

U モコンは本機との距離び約7 m 政内、前面パネルとの角度び左ちに 
それぞれ30 q 松内で操作してください。 

-本機との間に障害物びありませんか？リモコンの操作場所を変えるか、 
障害物を取0除いて操作して < ださい。 

-堂光打などの強い光び U モコン信号受光部に当たっていませんか？ 1」モ 
コン信号受光部に光び直接当たらないよラにしてください。 

4 


-他機器のシステムコント n —ルコードは接続されていますか？正しく接 
続して < ださい。 

6 

A -30 で入力が切り換えられな 

- POWER AMP DIRECT びオンになっていませんか？本体前面部の 

10 

い。 

POWER AMP D 旧 ECT ボタンを巧して、オフにしてくださし、。 
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r 保証とアフターサービス 


r 修埋に閲ずるご質問、ご相談 

裏表紙に記載の修理受付窓□、またはお買い求めの販売 
店にご相談ください。 


r 保証書（別添）について 

保証書は必ず「販売店名-購入曰」などの記入を確かめ 
て販売店から受け取り、内容をよく読んで大切に保管し 
て < ださい。 


保証期間はご購入曰から1年間です。 


r 捕修用性能部品の最低巧ち期間 

当社はこの製品の補修用性能部品を製造巧ち切り後、最 
低8年間保有しています。性能部品とは、その製品の機 
能を維持するために必要な部品でず。 


r 修理を巧巧されるとを 

r 故障かな？と思ったら」（左記）に従って調べていただ 
を、なお異萬のあるとをは、ご使用を中止し必ず電源プ 
ラグを抜いてから、お買いまめの販売店にご連絡くださ 
い。ご転居されたり、ご贈答品などで、お買い求めの販 
売店に修理のご依頼びでさない場合は、「ご相談窓□のご 
案巧•修理窓口のご案内」（裏表紙）をご覧になり、修理 
受付窓□にご相談ください。 

本品は持ち込み修理対応製品です。 

故障して修理をお受けになる場合は、修理受付窓□また 
はお買い求めの販売店に製品と保証書を持参してお申し 
付けください。なお、お客様のご要望により出張修理を 
行ラ場合の出張修理代、または宅配便による引を取り回 
収修理の送料は、有料とさはていたださます。 


r ご連おいただをたい内容 

-ご住所 
-お名前 
-お電話番号 

-製品名：インテグレーテッドアンプ 
型番： A-30/A-10 
• お買い上げ曰 

-故障または異常の内容 （ で定るだけ具体的に） 

保証期間中は 

修理に隙しては、イ呆証書をご提示<ださい。保証書に記 
載されている当社の保証規定に基づを修理いたします。 

保証期間を過ざているとさは 

修理すれば使巧できる製品については、ご希望により有 
料で修理いたしまず。 


本機は一般家庭用機器として作られたちのです。一般家 
庭 ffiUi が(たとえば、飲食店等での営業用の長時間使巧、 
車両、船舶への搭載使巧)で使巧し、故障した場合は、保訝 
期間内でち有償修理を承ります。 K 041 A 1 Ja 


本製品は家庭用オーディオ磯器（オーディオ•ビデオ磯 

器）です。下記の注意事頂を巧ってご使巧ください。 

1. 一般家庭用し:!がでの使用（例：店舗などにおける 
日 GM を目的とした長時間使巧、車両•船舶への搭 
載、屋夕 f での使用など）はしないで < ださい。 

2. 音楽信号の再生を目的として設計されていまずの 
で、測定器の信号（連続波）などの増幅用には使 
用しないで < ださい。 

3. 八ウ U ングで製品び故障する恐れびありますので、 
マイク□フォンを接続する場合はマイク□フォンを 
スピーカーに向けたり、音び歪むよラな大音量で 
は使巧しないで < ださい。 

4. スピーカーの許容入力を超えるよラな大音量で再 

生しないでください。 S 026 A 1 Ja 


長年ご使用の A V 機器の点巧を! 


愛情点な 


-電源コードや電源プラグが 




口 

このよラな症状は 
ありませんか 

異常に熱くなる。 

•電源コードにさけめや 
ひび割れがある。 

-電源が入ったり切れたり 
する。 

•本体から異常な音、熱、 
臭いがする。 

今 

ご使用 
中止 

故障や事故防止のため、ずぐに 
電源を切り、電源プラグをコン 
セントから巧を、おず販売店に 
ご相談ぐださい。 


K026*_A1_Ja 





































その他 


\im 


アンプ部 

定格出力 （ 両チヤンみレ駆動） 


A-30.. 



...70 W+70 W 

A-10.. 

(歪率 0.1 %、 

吕〇 Hz 〜 

,.. 已 0 W+ 已 0 w 

20 kHz . 4 0) 

A-30.. 



...40 W+40 W 

A-10.. 

(歪率 0.0 已 ％、 

20 Hz 〜 

...30 W+30 W 
20 kHz 、 8 n) 


入力端子 （ 感度/入カインピーダンス） 

SACD / CD 、 NETWORK 、 TUNER 、 AUX 、 

RECORDER . 200 mV / 已 0 kO 

POWER AMP D 旧 ECT ( A -30 のみ） 

.1 V /10 kO 

PHONO ( MM )...2.8 mV / 已 0 kQ 

出力端子 （レベル/出カインピーダンス） 

RECORDER OUT . 200 mV /2.2 kQ 

PHONES .2 已曰 mV /32 0 

周波数特性（ダイレクトオン時） 

SACD / CD 、 NETWORK 、 TUNER 、 AUX 、 

RECORDER . 已 Hz 〜] 00 kHz 、 d 巳 

PHONO ( MM )........ 20 Hz 〜 2 日 kHz 、± 日.已 d 巳 

卜ーンコント□—ル （ V 日 LUME - 30 d 日位置） 

BASS . ± 10 dB (100 Hz ) 

TREBLE ... ± 10 d 己り 日 kHz ) 

SN 比 （IHF A ネットワーク、ショートサーキット、 
ダイレクトオン時） 

SACD / CD 、 NETWORK 、 TUNER 、 AUX 、 

RECORDER .] 0 已 d 巨 

PH 0 N 0( MM 、2.8 mV )...77 dB 

スピーカー負荷インピーダンス 

A , B .4 0 〜 16 Q 

A+B ...8 0 〜 32 D 

バイワイヤリング.… ...4 0 〜16 Q 


電源部-その他 


電源 . AC ] 00 V 已〇 Hz /60 Hz 

消費電力 

A -30.]65 W 

A -10. 130 W 

A -30/ A -10.0.3 W (待機時） 

列■あ寸法（幅） x ( 高さ） x ( 奥行） 

. 43已 mm x 128 mm x 360 mm 

本体質量 

A -30.7.9 kg 

A -1 曰 .6.8 kg 

付属品 

U モコン... .1 


単 4 お乾電池 ( AAA / R 03). 2 

電源コード （ A -30 のみ） 

保証書 

取扱説明書（本書） 


囚メモ 

-上記の仕様および外観は改良のため予告なく変更するこ 
とびお0ます。 

-記載の社名および製品をは、各社の商標または登録商標 
です。 


製品のお手入れについて 

通常は柔5かい巧でから拭きしてください。ミちれびひどい場合は水で日〜6倍に薄めた中性洗剤に柔らかい巧を 
浸してよく絞ってからミちれを拭き取0、そのあと乾いた巧でおいてください。 

アル]-ル、シンナー、ベンジン、殺虫剤などび付着すると、印刷、塗装などびはげることびありますのでごミ主意く 
ださい。また、ゴムやビニール製品を長時間触れさせることも、キゎビネットを傷めまずので避けてください。化学 
ぞラさん等をお使いの場合は、化学ぞラきん等に添付の注意事項をよくお読みください。お手入れの隙は、電源 
プラグをコンセントか5抜いて行ってください。 K023 A1Ja 


固 

I 音のエチケット ] 


音のエチケット 

楽しい音楽も時と場所によっては気になるものです。隣近所への思い令りを十分にいたしま 
しよラ。ステレオの音量はあなたのむびけ次第で大さくもかさくちなります。特に静かな夜 
間にはかさな音でも通りやすいものです。夜間の音楽鑑賞にはとくに気を配りましよラ。近 
所へ音び漏れないよラに窓を閉めたり、ヘッドホンで聞くのも一つの方法です。お互いにむ 
を配り、快い生活環境を守りましよラ。 K021 A1 Ja 
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その化 


ーヒス) ii , も®ご案内 ※番号をよ < お確かめの上でおかけいたださますよ5お願いいたしまず 


サービス拠点への電話は、 修理受付窓□ でお受けします。(巧縄県の方は巧縄サービス認定店） 

また、認定店は不在の場合ちございますので、持ち込みをご覆望のお客様は修理憂社窓日にご確認ください。 


♦化ミ毎道地区 


☆北海道サービスセンター 
旭川サービス認定店 
帯広サービス認定店 
函館サービス認定店 


♦東北地区 

☆東北サービスセンター 
山形サービス認定店 
郡山サービス認定店 
盛岡サービス認定店 
青森サービス認定店 
八戸サービス認定店 
が田サービス認定店 


♦東京都内 


FAX 011-巨 11- 己694 
FAX 01白白-己 5-7207 
FAX 01已已 -23-77 曰7 
FAX 0138-40-6473 


FAX 022 -37 己-4996 
FAX 023 -61 己-1627 
FAX 024 -991-7466 
FAX 01 9-6 已已 -7648 
FAX 017 -73 已 -2438 
FAX 01 78-44-335 1 
FAX 018 -869-7401 


受が月〜金注3□〜18:00 (±•曰-巧!•鮮社体業曰はおく） 

☆拠点は.±尾ち受付9:30〜 12:00. 13:00-17:00 (算社休業曰はをく） 
〒日己 4-0822 札幌市中央区北2ま西 20-1-3 クワヴワビル 
干070 -0831 姐川市化町1を 1 T 目 438-89 
〒日8日-日日1己帯 jra 西己を南 28 T 目 1-1 
〒日41 -08 11函館市富岡町 2- 1 8-7 


受巧ち〜金日:3□〜18:00 (± •曰-巧! •醉社休業日は除く） 

☆视点は、±曜ち受付 9:30-12:00. 13:00-17:00 (舆なか業曰はをく） 

干981 -31 21仙台市泉区上谷刈 6-10-2 日 
干990 -0023 山お市做皮 1-8- 17 

干 963-8861 郡山市鶴見坦 1-9-2 已クレールアヴ エニユー 伊藤第2ビル 1 F D 号 
干 日 20-00 已1盛岡市下太田下川原1已 3- 1 
〒日 3 日-日 821青森市勝田 2-16-10 
〒日 31 •日 802八戸市ル中お 3-16-8 


〒日1日-日8日2が田市州曲 I 序梶の目34已 -1 

受巧月〜金 9:30-18:00 ± 9:30〜17:0□(曰•巧!.辟社か業曰はなく） 


世田谷ヴービスステーシ3ン FAX 03-已3己 7-0 フフ0 
化ま京サービスステーション FAX 03-3 白 44-78 日日 
を摩サービスステーション FAX 042-已24-己947 


参関東•甲信越地区 


☆関東ヴービスセンター 
☆千葉ヴービスステーション 
☆巧玉サービスステーション 
か戸ヴービス認定店 
宇都宮サービス認定店 
群馬サービス認定店 
新漏サービス認定店 
巧奈川西サービス認定店 
お本サービス認定店 
長野サービス認定店 
甲府サービス認定店 
な渡ヴービス指定店横山電機商会 
兰ま島サービス指定店お見電機 


参中部地区 


FAX 04已 -943-3788 
FAX 047 -773-93 己4 
FAX 048 -6 已 1-8030 
FAX 029 -248- 13日6 
FAX 028 -6 已7-己882 
FAX 0270 -22- 18己9 
FAX 02己-374-日フ日6 
FAX 046-231-1209 
FAX 0263 -48-0 日7日 
FAX 026 -22 白-曰2己0 
FAX 0己己- 228-8003 
FAX 02已吕-巨 3-3400 
FAX 04994-6-1246 


な中部サービスセンター 
岡崎サービス認定店 
まサービス認定店 
岐阜サービス認定店 
静岡サービス認定店 
沼まサービス認定店 
'浜松サービス認定店 
金ミ尺サービス認定店 
富山サービス認定店 
福井サービス認定店 


FAX 〇已2-已 32- 1148 
FAX 〇已 64-33-7080 
FAX 〇已吕-2 13-67 12 
FAX 〇已 8-274 -日2己6 
FAX 〇已 4-236-40 己3 
FAX 〇已已 -9 已 7-84 已己 
FAX 〇已 3-422- 1401 
FAX 076 -240-0 己已〇 
FAX 076 -42 己-3027 
FAX 0776 -27- 1768 


干156-日日己已世田谷区舶橋已 -28-6 吉崎ビル 1 F 
干17日-0日日2豊島区巣鴨 1-9-4 第兰义保ビル 1 F 
〒190-0日日3立"怖栄の 4-18-1 ェクセル立川 ^F 


受付ち〜金9:3□〜18:00 (±.曰-巧! •醉社休業日は除く） 

☆视点は、±曜も受付 9:30-12:00. 13:00-17:00 (舆社休業曰は除く） 

干 224-0 日37横お市都筑区ぎヶ崎南 2-18-1 ベルデュールをヶ崎 
干27己-0016習志野市ま田沼 3-2 日-22 
干33 1-08 12さいたま市北区宮原町 1-310-1 
干310 -0844 水戸市住吉町 307-4 
干32 1-0912 宇都宮市石井の 3373-21 

于 372-0801 伊勢崎市宮子町11白 1-17 パサージュ808伊質崎1日1号 
干950 -0982 新漏市中巧区堀を内南 1-20- 11 
干243-日422ミ毎老名市中新田 4-10-53 中山ビル 1F 
千39日-日852お本市大字島立180-己パイオニア松本拠点 1F 
千380-日93己長野市中御巧り-24 
干400 -0 日3己甲府市飯田 4-9-1 4 
干 952-1 209佐渡市金井町千種1 158-1 
干 100-1211 兰宅が大字坪田 


受がち〜金注3□〜18:00 (±•曰-巧! •鞋社休業曰はおく） 

☆拠点は、±曜も受付 9:30-12:00. 13:00-17:00 (巧社休業曰は除く） 

干451-日日63名ち屋市西区押切 2-8- 18 
干 444-093 1岡崎市大和町字荒田 36- 1大巧ビレッジ B - 1 
〒己 14-0821 ま市垂水已 22-5 
〒已〇 0-8384 岐阜市數田南 4-2- 10 
干 422-8 日34静岡市駿巧区高松2-已 -1 1 
干410 -0876 沼ま市化今お 12-7 
干430 -091 2浜松市中区茄子町35已 -1 
干920 -0362 金ミ尺市ち府 3-60-1 K 2 ビル 1 F 
干 939-8211 富山市二□町1 -7- 1 
干91 0-0001 福井市大願寺3-己 -9 
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♦関西地区 


☆関西サービスセンター 

FAX 

06 -巨310-白 1 己 0 

巧戸サービス認定店 

FAX 

078 -26 己-0832 

姫路サービス認定店 

FAX 

0792-己 1-2 巨己6 

和歌山サービス認定店 

FAX 

0734 -46-302 已 

京都サービス認定店 

FAX 

07己- 644-797 已 

奈良サービス認定店 

FAX 

0742-己 0-088 白 

福知山サービス認定店 

FAX 

0773 -24 -已37已 


受巧月〜金 9:30-18:00 (±.曰•巧!.辟社か業曰はおく） 

☆拠点は.±眉ち受巧 9:30-12:00. 13:00-17:00 (弊な休業曰はを <) 

〒已64-日日52吹田市広芝の己-8 

〒6己1 -0093 神戸市中央区二宮町1了目1 0-1 口ーレル兰きノースアベニユ ー1 F 
干67 1-0224 姫路市別巧の佐 ±1-1 26 
于641-日日14和歌山市毛見11 26-4 

于6日 1-8444 京都市南区西九条森本町4イツツアイランド 1 F 

干 630-8141 奈良市南京終の1 - 1 74-2 

〒日 20-00 己已福知山市擦尾新町 2-74 カマノ、チマンション 


♦中国•四国地区 

な中四国サービスセンター 
岡山サービス認定店 
松江サービス認定店 
福山サービス認定店 
鳥取サービス認定店 
徳山サービス認定店 
高松サービス認定店 
徳島サービス認定店 
高知サービス認定店 
お山サービス認定店 


受巧月〜金 9:30-18:00 (±.曰•巧!.辟社か業曰はおく） 

☆拠点は，±眉ち受付 9:30-12:00. 13:00-17:00 (弊な化業曰はを <) 

FAX 082-己34-已8己白干 733-0003 広島市西区兰猿町 2*4-22 NK ビル1 F 

FAX 08已 -2 己 0-2724 干700-日97己岡山市化区今 3-10-1 0備前ビル 1 F 

FAX 08已 2-22-777 白干690 -001 7松江市西津田4-已 -40 (有）テクピット内 

FAX 0849 -31-2791 干720 -081 己福山市野上田： [3-12-9 

FAX 08已 7-28-80 11干680 -0934 鳥取市徳尾 422-2 

FAX 0834 -33 -已7己白干74日-日00己周南市巧富田了 3-1 1森広事務所 1 F 

FAX 087-813-61 12 干760 -0080 高松市木太の 862-1 

FAX 088-669-6076 干770 -8023 徳島市勝占町中須92-1大松ジ3 U 力地下1階107号 
FAX 088-802-3321 干780 -0051 高知市愛岩の 3-12-1 3晃栄ビ J レ1 F 
FAX 089-911 -已己08 干79 1-80 13松山市山越已-12-8 


♦九州地区 

☆丸州サービスセンター 
北九州ヴービス認定店 
博をヴービス認定店 
西九州サービス認定店 
長崎ヴービス認定店 
熊本サービス認定店 
大分サービス認定店 
宮崎サービス認定店 
鹿児島ヴービス認定店 


FAX 

092-斗 12-74 白 0 

FAX 

093 -941-83 己 4 

FAX 

092 -461-1 己 43 

FAX 

09已 2-20- 1991 

FAX 

09己- 849-4 巨06 

FAX 

096-331-3323 

FAX 

097-己己 1-2049 

FAX 

098曰- 27-3 136 

FAX 

099 -201-3803 


受巧月〜金 9:30-18:00 (±.曰•巧!.辟社か業曰はおく） 

☆拠点は.±眉ち受付 9:30-12:00. 13:00-17:00 (弊な化業曰はを <) 
〒812-0日16福岡市博多区博を駅南 2-1-9 ヤマエ博を駅南ビル 1 F 
干 802-0044 北九州市ル倉化区熊本1了目 9-4 植田ビル 1 F 
干81 2-0006 福岡市博多区上を田 2-6-7 
干840 -0201 佐賀市大刷け字尼寺 2688-1 
于8日 2-8145 長崎市旧巧1下目 12-10 クリスタル八イツ平野 
干861 -2 118熊本市花立4-白-31 
于870 -0921 大分市获原 3-23-1 日日商ビル101 
干880 -0821 宮崎市浮城町 98-1 
干890 -0034 鹿児島市田上6了目29-己已 


♦沖縄県 

巧縄ヴービス認定店 


TEL 098-987-1120 
FAX 098-987-1121 


受付ち〜金 9:30-18:00 (±.曰•巧! •巧れ休業日は除く） 

〒日02-日日73那覇市上間413琉電アパート 1- 已 


平成23年10月現在 


記載内容は.予告な < 変更させていただ < ことがありますので予めご了承 < ださい。 
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く各窓□へのお問いをわせの時のご注意 > 

「0120」で始まる I 哥フ U - コールおよび©フ U - コールは、携帯電話 . PHS • -部の！ P 電話 
などからは、ご使用になれません。 

また、【一般電話】は、携帯電話 -PHS - I P 電話などからご利用可能ですび、通話料びかかりまず。 
正確なご相談対応のために折り返しお電話をさせていただくことびございますので発信者番号の通知に 
ご協力いたださますよラお願いいたします。 


i ' 相談窓□のご案内 ※蓄号をよくお確かめの上でおかけいたださますよラお願いいたします 


パイオニア商品の修理•お取り扱い（取り付け•組み合わせなど）については、お買い求めの販売店様へ 
お問い合わせ<ださい。 

商品についてのご相談窓 □ 

♦ 商品のご購入や取り扱い、故障かどラかのご相談窓□およびカタ□グのご請ホについて 

カスタマーヴポートセンター（全国共通フリーコール） 

受付時間月曜〜金曜日:30〜18:00、±曜日;30〜12:00、13:00〜17:00 (日曜-祝曰-牌社休業日は除く） 
■家庭用オーディオ/ビジュアル商品 ^ 0120-日 44-222 —般電話044-日 72 — 8] 02 

■ファックス 044-日 72-8] 03 

■インターネットホームぺージ http :// pioneer . jp / support / 

※商品についてよ<あるお問い合わせ-メールマガジン登録のご案内-お客様登録など 


修理窓□のご案内 ※番号をよくお確かめの上でおかけいたださますよラお願いいたします 


修理をご依頼される場合は、取扱説明書の『故障かな？と思ったら』を一度ご覧になり、故障かどうかご確認 
ください。それでも正常に動作しない場合は、①型名③ご購入曰通故障症状を具体的に、ご連絡ください。 

修理についてのご相談窓 □ 

♦ お買いまめの販売店に修理の依頼び出来ない場合 

修理受付窓 □ 

受付時間月曜〜金曜日:30〜18:00、±曜日;30〜12:00、13:00〜17:00 (日曜-祝曰-牌社休業日は除く） 

国電話 |a 0120-5-81028 —般電話044—已 72-8 T 00 

■ファックス ra 012 0- 日一召]02日 

■イ、/夕—ネ…トホ—ムぺ—ジ http :// pioneer . jp / support / repair / 

※家庭用オーディオ/ビジュアル商品はインターネットによる修理のお申し込みを受付けてお D ます 

沖縄サービス認定店（沖縄県のみ） 

受付時間月曜〜金曜9:3□〜1 S ; 00 (±曜-日曜-お曰-弊社が業曰は除く） 

■-般電話 098-987-1 120 

■ファックス 0曰8-曰87-]121 


部品のご購入についてのご相談窓 □ 

•部品（付属品、リモコン、取捉説明書など）のご購入について 

部品受注センター 

受付時間月曜〜金曜日:30〜18:00、±曜日;30〜12:00、13:00〜17:00 (日曜-祝曰-弊社休業曰は除く） 
国電話 La 012。一己一8]。日已 一般電目き 044-已 72-81 07 

■ファックス 。扇）0120-已 一8] 09日 


平成23年1日月現在記載内容は、予告なく変更させていただくことびありますので予めご了承ください。 
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